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第
５
回
目
の
受
講
者
を
募
集

高
梁
歴
史
い
ろ
は
塾

　
郷
土
の
歴
史
や
伝
統
、
文
化
を

学
ぶ
ほ
か
、
市
内
に
残
る
史
跡
な

ど
を
巡
る
「
高
梁
歴
史
い
ろ
は

塾
」。
第
５
回
目
の
テ
ー
マ
は「
彫

刻
家 

宮
本
隆
の
世
界
」
で
す
。

◆
日
時
…
12
月
12
日

（土）　
午
前
10

時
～
正
午

◆
会
場
…
備
中
地
域
局
２
階
大
会

議
室

◆
講
師
…
金か
な

盛も
り

秀ひ
で

禎よ
し

さ
ん（
岡
山

彫
刻
会
代
表
）

◆
参
加
費
…
無
料

◆
申
し
込
み
…
開
催
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問（
申
し
込
み
）産
業
振
興
課

☎
21
‐
０
２
５
７ 

F
22
‐
９
４
６
０

思
い
や
り 

あ
な
た
と 

地
域
と 

社
会
か
ら

犯
罪
被
害
者
週
間

　
11
月
25
日

（水）
か
ら
12
月
１
日

（火）

ま
で
の
間
、
全
国
で
「
犯
罪
被
害

者
週
間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
県
警
察
は
、
犯
罪
被
害
に
遭
っ

た
人
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る
問

題
、
要
望
に
応
え
る
た
め
、
警
察

本
部
と
警
察
署
に
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

県
警
察
本
部
相
談
窓
口

・ 

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
か
ら

の
相
談

☎
０
８
６
‐
２
３
３
‐
８
３
４
９

・
性
犯
罪
被
害
相
談

☎
０
１
２
０
‐
０
０
１
‐
７
９
７

・
暴
力
団
に
関
す
る
相
談
や
情
報 

☎
０
８
６
‐
２
３
３
‐
８
９
３
０

・
少
年
に
つ
い
て
の
相
談

☎
０
８
６
‐
２
３
１
‐
３
７
４
１

高
梁
警
察
署
相
談
窓
口

・
警
務
課
被
害
者
支
援
係

☎
22
‐
０
１
１
０

問 

高
梁
警
察
署 

☎
22
‐
０
１
１
０ 

高
梁
駅
ふ
れ
あ
い
連
絡
路

　
～
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
～

展
示
名 

… 

冠
句

期
間 

… 

11
月
１
日

（日）
～

　
　

 　
平
成
28
年
１
月
６
日

（水）

問 

高
梁
文
化
協
会 

☎
22
‐
２
１
２
５

◆
期
間
…
平
成
28
年
１
月
19
日

（火）

～
２
月
25
日

（木）
の
間
の
火
～
金
曜

日
の
全
22
日
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
会
場
…
ウ
ィ
ズ
ア
ッ
プ
く
ら
し

き（
天
満
屋
倉
敷
店
６
階
・
倉
敷
市

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）

◆
申
し
込
み
…
12
月
２
日

（水）
～
16

日
（水）
の
間
に
受
講
申
込
書
を
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
内
容

▽
ア
ビ
リ
テ
ィ
編
…
「
働
く
前
に

知
っ
て
お
き
た
い
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

セ
ミ
ナ
ー
」

▽
ス
キ
ル
編
…
エ
ク
セ
ル
３
級
合

格
を
目
指
す
パ
ソ
コ
ン
講
座

◆
応
募
資
格
…
結
婚
、
出
産
、
育

児
、
介
護
等
で
い
っ
た
ん
仕
事
を

中
断
し
、
再
就
職
を
希
望
す
る
女

性
で
、
22
日
間
出
席
で
き
る
人

◆
受
講
料
…
無
料

◆
定
員
…
15
人（
選
考
で
決
定
）

問（
受
講
申
込
書
郵
送
先
） 

岡

山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
・
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー

〶
７
０
０
‐
０
８
０
７ 

岡
山
市

北
区
南
方
２
‐
13
‐
１

☎
０
８
６
‐
２
３
５
‐
３
３
０
７

再
就
職
を
希
望
す
る
女
性
向
け

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座

◆
日
時
…
11
月
26
日

（木）　
午
前
10

時
～
午
後
３
時

◆
会
場
…
倉
敷
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
２
階
）

◆
申
し
込
み
…
お
か
や
ま
若
者
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
、
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
…
就
職
を
目
指
す
概
ね
40

歳
ま
で
の
人

◆
内
容
…
企
業
が
求
め
る
人
物
像

の
理
解
、
効
果
的
な
自
己
Ｐ
Ｒ
法

の
習
得
、
模
擬
面
接
の
実
施
、
社

会
人
マ
ナ
ー
講
座
な
ど

◆
参
加
費
…
無
料

問（
申
し
込
み
） 

お
か
や
ま
若
者

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６
‐
２
３
６
‐
１
６
１
６

就
職
を
め
ざ
す
若
者
の
た
め
に

若
者
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
10
月
２
日
か
ら
、
岡
山
県
最
低

賃
金
が
７
３
５
円
に
改
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃

金
法
に
基
づ
い
て
国
が
賃
金
の
最

低
限
度
を
定
め
、
使
用
者
は
そ
の

額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
制

度
で
す
。

　
最
低
賃
金
に
は
、
岡
山
県
内
の

全
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に

適
用
さ
れ
る「
岡
山
県
最
低
賃
金
」

の
ほ
か
に
、
特
定
の
産
業
の
労
働

者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る

「
特
定
最
低
賃
金
」
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手

当
、
家
族
手
当
、
時
間
外
・
休

日
・
深
夜
手
当
、
臨
時
に
支
払
わ

れ
る
賃
金
な
ど
は
、
最
低
賃
金
に

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

問 

岡
山
労
働
局
賃
金
室

☎
０
８
６
‐
２
２
５
‐
２
０
１
４

必
ず
チ
ェ
ッ
ク

岡
山
県
最
低
賃
金

　
栄
町
商
店
街
で
、
今
年
も
高
梁

ニ
コ
ニ
コ
市
場
が
催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
お
飾
り
や
お
餅
等
の

お
正
月
用
品
や
さ
ま
ざ
ま
な
手
作

り
品
の
ほ
か
、
新
鮮
な
野
菜
が
多

数
出
品
さ
れ
ま
す
。
会
場
で
手
作

り
さ
れ
る
出
来
た
て
の
お
餅
も
購

入
で
き
ま
す
。

特
産
品
や
お
正
月
用
品
が
ず
ら
り

第
12
回
高
梁
ニ
コ
ニ
コ
市
場

　
ｅエ

ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
と
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
電
子
的
に
地

方
税
の
申
告
等
を
行
う
シ
ス
テ
ム

で
す
。

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
利
用
の
メ
リ
ッ
ト

・
手
続
き
が
自
宅
や
会
社
か
ら

・ 
複
数
の
地
方
公
共
団
体
へ
ま
と

め
て
送
信
で
き
る

・
サ
ー
ビ
ス
が
無
料

利
用
可
能
な
手
続
き

▽
電
子
申
告
…
法
人
都
道
府
県
民

税
、
法
人
事
業
税
、
地
方
法
人
特

別
税
、
法
人
市
町
村
民
税
、
固
定

資
産
税（
償
却
資
産
）、
事
業
所

税
、
個
人
住
民
税（
給
与
支
払
報

告
書
等
や
特
別
徴
収
関
連
手
続
）

▽
電
子
申
請
・
届
出
…
法
人
設
立

届
出
や
異
動
届
出
等
、
申
告
手
続

き
に
関
連
し
た
申
請
・
届
出
手
続

き▽
電
子
納
税
…
電
子
申
告
に
係
る

納
付
手
続
き　

※
固
定
資
産
税

（
償
却
資
産
）を
除
く
。

問 

（
一
社
）地
方
税
電
子
化
協
議
会 

☎
０
５
７
０
‐
０
８
１
４
５
９
／

☎
０
３
‐
５
５
０
０
‐
７
０
１
０

HP http://w
w

w
.eltax.jp

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
利
用
を

　
11
月
１
日
か
ら
30
日
は
労
働
保

険
適
用
促
進
強
化
期
間
で
す
。

　
事
業
主
は
、
労
働
者（
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）を
１
人
で

も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、
労
働
保

険
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
生
活

と
安
心
の
た
め
、
労
働
保
険
の
加

入
は
、
事
業
主
の
責
任
と
義
務
で

す
。
加
入
手
続
き
を
し
て
い
な
い

事
業
主
は
、
こ
の
機
会
に
加
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

労
働
保
険
と
は

　
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
を
総
称

し
た
言
葉
で
、
政
府
が
管
掌
す
る

強
制
保
険
制
度
で
す
。

労
災
保
険
と
は

　
労
働
者
が
業
務
中
や
通
勤
途
上

で
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
、
必
要

な
保
険
給
付
を
行
い
、
被
災
さ
れ

た
人
や
そ
の
家
族
の
生
活
を
保
護

し
、
併
せ
て
社
会
復
帰
を
促
進
す

る
事
業
を
行
う
た
め
の
保
険
制
度

で
す
。

雇
用
保
険
と
は

　
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
に
、

失
業
手
当
等
を
給
付
し
た
り
、
再

就
職
を
促
進
す
る
事
業
を
行
う
た

労
働
者
と
家
族
の
生
活
と
安
心
の
た
め
に

労
働
保
険
の
加
入
は
事
業
主
の
責
任
と
義
務
で
す

め
の
保
険
制
度
で
す
。
新
た
に
労

働
者
を
雇
い
入
れ
た
場
合
は
、
保

険
料
の
納
付
と
は
別
に
、
そ
の
都

度
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
雇
用
保
険

被
保
険
者
取
得
届
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

問 

高
梁
公
共
職
業
安
定
所

☎
22
‐
２
２
９
１

◆
日
時
…
12
月
19
日

（土）　
午
前
10

時
～
午
後
２
時

◆
会
場
…
栄
町
商
店
街

問 

高
梁
商
工
会
議
所
女
性
会

☎
22
‐
２
０
９
１

犯罪被害者等支援
シンボルマーク

「ギュっとちゃん」

最低賃金制度の
マスコット

「チェックマん」

市
長
室
か
ら
　
こ
ん
に
ち
は

市長室
から

こ
ん
に
ち
は

▼
昭
和
55
年
ご
ろ
、
本
市
で
は
市

外
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
や
協
議

会
な
ど
と
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
私
の
地
元
で
も
、

玉
野
市
の
御
崎
シ
ー
サ
イ
ド
自

治
会
と
交
流
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
い
つ
し
か
交
流
が
な
く
な
り
、

続
け
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
成

美
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
、
今

な
お
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。
成

美
ふ
れ
あ
い
祭
り
に
香
川
県
善
通

寺
市
筆
岡
地
区
の
皆
さ
ん
を
招
待

し
、
親
交
を
深
め
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
長
く
交
流
が
続

く
秘
訣
は
、
お
互
い
が
「
楽
し
ん

で
い
る
」か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
本
市
で
も「
石
の
風
ぐ
る
ま
」の

縁
で
、
熊
本
県
山
鹿
市
、
高
知
県

四
万
十
町
と
の
交
流
を
続
け
て
い

ま
す
。
10
月
31
日
か
ら
11
月
１
日

に
四
万
十
町
で
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
市
と
市
議
会
か
ら
８
人
の
ほ

か
、
有
漢
地
域
の
皆
さ
ん
、
17
人

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

交
流
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

▼
来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
も
う
購

入
さ
れ
ま
し
た
か
？　
８
月
11
日

が
祝
日
と
な
っ
て
い
る
の
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。「
山
の
日
」で
す
。

山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
、
山
の

恩
恵
に
感
謝
す
る
日
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
私
に
は
、「
11
日
か
ら

お
盆
休
み
を
取
っ
て
、
故
郷
で
ゆ

っ
く
り
し
ま
し
ょ
う
」
と
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
。
松
山
踊
り
は
毎
年

14
日
か
ら
３
日
間
で
す
が
、
14
日

は
各
地
域
で
も
納
涼
祭
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
な
ど
が

忙
し
く
て
、
な
か
な
か
故
郷
に
帰

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
も
、
こ
の

休
み
を
活
用
し
て
、
高
梁
の
さ
ま

ざ
ま
な
祭
り
を
満
喫
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
こ
の
年
末
年
始
も
、
臨
時
の
寝

台
特
急
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
が
運
行

さ
れ
ま
す
。
３
日
間
だ
け
で
す
が
、

上
り
列
車
は
夕
方
、
下
り
は
午
前

10
時
頃
に
市
内
を
走
り
ま
す
。
現

在
、サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
は
多
く
の
方

が
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
な
か

な
か
席
が
取
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

備
中
高
梁
駅
か
ら
の
利
用
数
は
伸

び
て
い
ま
せ
ん
。
臨
時
列
車
と
合

わ
せ
て
年
末
年
始
の
帰
省
に
ご
利

用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。


